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§２．研究実施の概要  

 

■研究実施項目 

１．エネルギー消費行動の観測・モデル化と予測・異常検知 

1-a  家庭・需要家内における活動に伴うエネルギー消費行動の観測と解析 【鈴木 G、伊藤 G】 

1-b  車両を用いた需要家間の移動行動の観測と整理 【鈴木 G、伊藤 G】 

・豊田市実証参加の約 60 世帯の 5 年間分のデータの分類・解析を行った。 

・また、平成 27年 4月以降、規模を縮小して約 30 世帯のデータ取得を継続した。 

・平成 27 年度からは電力消費データと車使用データの両方を同一の家庭で取得開始。 

・2014年 12 月から安城市 EVシェアリング実証に参加してデータ取得を行った。 

1-c  活動に伴うエネルギー消費行動に関するモデルベース予測手法の開発 【鈴木 G】 

・観測データの分析により、車使用の有無と消費電力との間の関連性を見出した。 

1-d  車での移動行動に関するモデルベース予測手法の開発 【鈴木 G】 

・観測データに基づき、需要家間の移動まで含めた車利用モデルを構築した。 

1-e  エネルギーデータと通信データを利用した異常・攻撃検知手法の開発 【石井G、小野田G】 

・機械学習手法に基づく異常・攻撃検知を開発し、その有効性を確認した。 

・電力系統と制御通信ネットワークの連成シミュレータ構築と異常・攻撃データの作成を行った。 

・動的モデルに基づく異常・攻撃の影響評価と分散的検知手法の構築を行った。 

２．車載蓄電池を活用した各需要家におけるローカル EMSの設計 

2-a  車載蓄電池を活用したモデル予測型家庭用 EMS（HEMS）の設計 【鈴木 G、伊藤 G】 

・車載蓄電池と HP 給湯機(2-cで得られたモデル)の協調制御による HEMS の設計を行った。 

・車載蓄電池と HP 給湯機の協調制御による電気料金の削減を達成した。 

2-b  複数の車載蓄電池を活用したピコグリッドシステムの設計 【鈴木 G、伊藤 G】 

・車載蓄電池を用いたモデル予測型 HEMS を集合住宅 EMS（BEMS）に拡張した。 

2-c  車載蓄電池充放電とヒートポンプ（HP）蓄熱の協調制御 【鈴木 G、馬場 G】 

・HP 給湯機使用データ及び実機試験データから HP給湯機の物理モデルを構築した。 

2-d  ワイヤレス給電を活用した走行時の車内 EMSの設計 【藤本 G】 

・旋回，勾配のある道路を想定した走行時の車内 EMS 設計を行った。 

・ワイヤレス給電の基礎研究を開始し、ワイヤレスインホイールモータの開発・作製を行った。 

３．分散車載蓄電池群の協調的利用に基づくコミュニティ EMSの設計 

3-a  Vehicle to Grid（V2G）アグリゲータの設計 【鈴木 G、伊藤 G】（海外連携：デラウエア大） 

・伊藤 G製作の EV模擬車両をデラウエア大 V2G システムに接続し、データ取得を開始した。 

3-b  分散車載蓄電池群を活用したアンシラリーサービスの設計 【薄 G、太田 G】 

  ・車載蓄電池群の協調的利用における系統の安定性解析のための影響評価技術を構築した。 

・マルチスケール・アンシラリーサービスにおけるシステムの仕様検討を行った。 

・アンシラリーサービスにおける信号生成モデルの作成を行った。 

3-c  需要家のローカル EMSに対するインセンティブ制御による協調メカニズムの設計 【鈴木 G】 

・アンシラリーサービス参加に向けた HEMS アグリゲータの設計を行った。 
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図 2-1： 鈴木チームが目指す EMSの全体像と平成 27年度の研究実施項目 
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